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　 西 尾 哲 夫*・中 道 静 香**

Arabic Linguistic Studies in Japan: A Bibliographical Survey

Tetsuo Nishio and Shizuka Nakamichi

   This paper is a bibliographical survey of linguistic studies of the 

Arabic language in Japan. The following bibliography includes the 

studies concerning the usual linguistic domains, such as phonetics , 
phonology, morphology, syntax, semantics and studies on the Arabic 
writing system (including calligraphy), as well as those concerning 

Arabic traditional grammar, and the linguistic aspects of Arab society 

and Islamic culture, and also Arabic teaching materials. This survey is 

part of the research result of Survey of Arabic Studies Database 

(Research representative: Tetsuo Nishio), which was funded by a scien-
tific research grant from the Ministry of Education, Science, Sports, and 

Culture in Japan (Grant-in-Aid for Scientific Research: Grant No. 
09551008).
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1は じめに

本文献 目録は,日 本における明治以降のアラビア語に関する言語学的研究を網羅 し

た文献 目録であ り,平 成9～12年 度の文部省科学研究費補助金による研究 「国際アラ

ブ研究情報ネ ットワーク参画の基盤梼築 とアラブ電子百科事典システムの開発」(研

究代表者:西 尾哲夫,課 題番号:09551008)に よって構築したデータベースをもとに

している。狭い意味での言語学の研究分野である,音声学 ・音韻論 ・形態論 ・統語論 ・

意味論 さらには文字学はもとよisア ラブの伝統文法に関する研究や,ア ラブ世界

における社会や文化 と言語の関係に関する研究,よ り実用的な分野である辞書類や語

学教材などについても可能な限 り収録 した。

2最 近の研究動向

古くは漢籍の中国語,近世以降は南蛮渡来の事物によるポル トガル語やスペイソ語,

江戸期のナラソダ語などを通 して,ア ラビア語に起源を持つ多くの借用語が 日本語に

導入されて現在でも使われている。 しか しながら,学 問的な関心がアラビア語に向け

られるようになったのは,昭 和になってからのことである。戦前戦中の日本占領地域

にイスラム教徒が多かったため,イ スラム教への学問的関心の一部 としてアラビア語

にも幾分かの関心が向けられたが,日 本を代表するイスラム学者,井 筒俊彦のアラビ

ア語入門書に見るように,ア ラビア語 自体への言語学的関心とい うよりは,コ ーラン

をはじめとするアラビア語文献を読み解 くために必要な道具を開発するという面が強

かった。

1958年,戦 後の言語学において重要な意味を持つ著作が出版 された。ノーム ・チ ョ

ムスキーのr統 語構造』である(ク ロー ド・レヴィ・ス トロースのr構 造人類学』も

同年に出版 された)。 アメリカでは,構 造主義的な分析による研究やチ ョムスキーの

生成文法理論による研究があいついで発表されたが,そ の多くはアラビア語を母語と

する研究者の手になるものである。そのため,従 来のアラビア語研究の成果を新しい

枠組みで再提示す るだけであった り,生 成文法学派によるアラビア語研究の場合に見

られるように,古 典アラビア語の文法規則を変形文法的に読み替えるだけで満足した

り,ア ラブ古典文法の分析概念 との類似性を指摘するにとどま り,ア ラビア語文法に

関する新 しい知見を提示するものはほとんどなかった。
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日本の言語学界は,英 語の分析をめぐる研究に関 してはアメリカの学問的流行に敏

感であった し,東 京および大阪の外国語大学を中心にアラビア語研究が行われてきた

こともあって,一 般言語学的理論的な見地からは比較的自由な研究がなされてきた。

類型論,機 能文法,談 話分析などの言語の機能的記述に焦点をあてた研究に重心が移

動 してきたため,近 年は言語理論の動向を取 り込みながらアラビア語の文法特性に関

する新知見を提示する研究,現 地調査による研究,女 性語や言語ナショナリズムに関

する研究などのように広い視野か らのアラビア語研究が増えてきた。次に,世 界のア

ラビア語研究と関連 させながら,個 別の研究を見てみよう。

まずアラビア語を概観する上で重要な 『言語学大辞典』(三 省堂)は,日 本の言語

学の現状を示す画期的な仕事であるが,残 念ながらアラビア語に関する記述は一昔ま

えの研究水準にとどまってお り,高 階美行による現代方言分布図を除 くと最近の研究

成果はほとんど取 り入れ られていない。

アラブ伝統文法は,コ ーラソを正確に解釈 して暗記するための学問として発達 し,

後にはコーランの言葉をもとに生まれた古典 アラビア語を読み書きするための技術 と

して体系化された。学習者の記憶のため,で きる限 り簡便な文法規則を求めつづけた

アラブ古典文法家の態度が現在の変形生成文法 と類似する分析概念を生み出したこと

は,多 くの研究によって指摘されている。アラブ伝統文法に関する研究としては,文

法用語の内容を明らかに した内記(1968),現 代言語学か らの考察を行 った岡崎

(1991),中 江(1997b)の ものがある。アラブ伝統文法学が確立されて古典アラビ

ア語が規範化された11世 紀ごろを境に,口 語アラビア語あるいは地域方言の出現に

伴って,ア ラビア語は構造的な変質を見せた。池田(1968;1970a;1973)は ドグマと

して規範化される以前のアラブ文法学を通 して,コ ーランを代表とする前古典アラビ

ア語の実態にせまろうとする意欲的な研究である。同研究は,パ スラ学派 とクーファ

学派の二大文法学派の影響関係を明らかにした り,ア ラブ文法家の祖 とされるシーバ

ワイヒの記述から当時のアラビア語を再構成するといった最近の欧米での研究動向と

もつながっている。言語学的思想史一般のなかにアラブ伝統文法を位置付けようとす

る研究も近年盛んになってきたが,r言 語学大辞典』中の概説的著述があるのみであ

る。

膨大な碑文資料のデータベース化や考古学的調査による新発見によって,イ スラム

以前のアラビア語研究は近年盛んになってきたが,高 階(1984)は デダン語とみなさ

れてきた碑文を整理して真性のデダソ語 とみなせるものと疑わ しいものに分類した労

作である。アラビア文字の起源について,蔀(1988)は 南アラビア語との関連で議論
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する。また川床(1992)は 発掘された文書をもとに初期アラビア語の数字をめぐる書

記法に関 して考察する。

アラビア語の歴史言語学的研究は,当 時の言語事実を明らかにする資料がほとんど

ないためにあまり進展 してこなかった。福原(1974)は,セ ム語比較言語学の立場か

らアラビア語の歯音の通時的変化を考察する。西尾(1991),Nishio(2000)は,ヘ

ブライ文字で書かれたユダヤ ・アラビア語のゲニザ文書に基づく中世の 口語アラビア

語研究である。Nishio(1996c)は 様々な資料をもとに,エ ジプ ト方言の特異な疑問

詞後置構文の通時的変化を考察する。Yoda(2000b)は 北アフリカ方言の母音体系に

関する通時的変化の過程を類型化 し,そ れによる方言分布を説明する。古典アラビア

語の統語構造の通時的変化に関してはほとんど関心がはらわれてこなか ったが,森 口

(2001a)は 条件文の変化を探る野心的な研究である。

次に共時的な文法研究に目を向ければ,こ れまでのアラビア語研究では,弱 動詞の

母音交替の規則化などのように形態論的(あ るいは形態音韻論的)研 究が主流であ り,

最新の音韻理論による研究もさかんである。 しか し,統 語理論や文 レベルをこえたテ

キス ト意味論の隆盛にお うじて,ア ラビア語の統語論やディスコース分析がさかんに

行われるようになった。伴(1986)は 否定語の用例 と機能について古典 アラビア語資

料を博捜 した研究である。西尾(1989a),近 藤(1999)は 動詞のテソス ・アスペクト

体系についてとくに統語的環境 との関連から考察 した ものであ り,Nishio(1988a)

はモーダリティーの研究である。上記の西尾の研究は両者ともにコーラソを分析対象

とし,前 古典アラビア語を代表するコーラソのアラビア語の段階では,古 典アラビア

語 とは異な る動詞体系が機能 していた ことを論証 しようとした ものであ り,

Nakamichi(1999)も コーランをもとに接続詞の機能を文をこえた談話 レベルか ら考

察する。榮谷(1998b;1999),Kondo(2001)は 現代アラビア語を対象としてお り,

文をこえた レベルからそれぞれ名詞の定性や完了形の否定の問題に関 して新たな知見

を提示 している。

最近の研究の特徴は,文 献を渉猟 した上での豊富な実例をもとに統計的分析をして

いることと,言 語による認識構造の分析までせまろ うとすることである。人間が言語

によって外界を認識 し表現している以上,言 語の分析を通して話 し手が抱 く世界認識

の構造を明らかにできるはずである。井筒俊彦の代表的研究であるIzutsロ(1959)

は,コ ーラソで使用されている特定語彙の意味構造を分析することによって宗教的世

界観を抽出しようとした画期的な仕事であった。 しか し最近の意味論の展開か ら見る

と,対 立や分布などの手法によって,特 定の語彙が有する意味体系を分析する構造主
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義 的 意 味論 に は お のず か ら限 界 が あ り,proto-type意 味 論 や 認 識 言 語学 な どの知 見 を

も とに,井 筒 の成 果 を再 検 討 してみ る必 要 が あ るだ ろ う。Nishio(1996)は フ ィー ル

ド調 査 の 成 果 を も とに ワ ー デ ィに暮 らす ア ラ ブ遊 牧 民 の 空 間認 識 の 構 造 を 明 らか に

し,そ れ に基 づ く彼 らの メ タ フ ァー的世 界 観 を分 析 してい る。

国 際 ア ラ ビア 語 方 言 学 会(AIDA)の 設 立 と活 発 な議 論 に 見 られ る よ うに,フ ィー

ル ド調 査 に基 づ く方 言 研 究 は 近 年 と くに さ か ん に な って い る。Nakano(1982),

Nishio(1992c;1994)な どは貴 重 な研 究 で あ る。Nutahara(1982),清 水(1991)も

文 化 人類 学 的 な関 心 か ら の貢 献 で あ る。

言 語 と民族 ・国家 に関 わ る問 題 は,エ ス ニ シテ ィー,言 語 ナ シ ョナ リズ ム,言 語 政

策 な ど と もか らみ あ い,言 語 学(言 語社 会 学)だ け で な く民 族 学(文 化 人 類 学),地

域研 究 な どを ふ くめ た 学 際 的研 究 テ ーマ とな って い る。 サ ー レ(1998,1999)は 日本

に お け る国語 の形 成 過 程 との 比 較 か ら と くに エ ジ プ トにお け る言 語 ナ シ ョナ リズ ム の

歴史 を論 じた。 欧 米 で の研 究 が 十 分 に フ ォ ロー され て い な い こ とが 残 念 で は あ るが,

日本 語 が提 示 す る 問題 意 識 を 取 り込 ん だ,エ ジ プ ト人 に よ る 日本 語 の著 作 とい う意 味

で貴 重 な 貢献 で あ る。Nishio(2001)は,ア ラ ブ民族 の成 立 や イ ス ラム 的文 明語 と し

て の ア ラ ビア語 の特 性 とか らめ つ つ,ア ラ ブ世 界 に おけ る言 語 ナ シ ョナ リズ ムの問 題

を広 い視 野 か ら論 じた 。

日本 に お け る近 年 の ア ラ ビア語 研 究 は,国 際 的 な研 究 動 向 と問 題 意識 を共 有 しなが

ら重 要 な 貢献 を して い るが,そ の 土 台 に はOh(1997),Bouslama(1999),Wahbaand

Miller(1997)を は じめ とす る海 外 研究 者 との活 発 な学 術 交 流 が あ る こ とを指 摘 して お

きた い。日本 の ア ラ ビア語 研 究 が世 界 レベル の 重 要 な 貢献 を す る よ うに な った 一 方 で,

い まだ に 包括 的 な 日本 語 に よ る ア ラ ビア語 の辞 書 が な い とい う状 況 を考 え る と き,ア

ラ ビ ア語 と 日本語 の対 照 研 究 を ふ くめ た研 究 が もっ とな され るべ きで あ ろ う。

な お,以 下 の文 献 目録 を作 成 す るに あ た り,『 日本 に お け る中 東 ・イ ス ラ ー ム研 究

文献 目録 一1868-1988年 』(ユ ネ ス コ東 ア ジ ア文 化 研 究 セ ン タ ー,1992)お よび 同書

の ナ ソ ライ ソ検 索(http:〃www.toyo-bunko.or.jp/OnlineSearch/lslamME.htm1)を 参

照,利 用 させ て い ただ い た 。

513



国立民族学博物館研究報告26巻3号

3日 本におけ るアラビア語研究文献 目録(五+音 順)

Anani, Mohammad (1985) "Phonetic description of Arabic consonants by early Arab linguists"
『音声 学会 会 報 』179.pp.14-17.

安 藤 計 助(1981-1982)「 商業 通 信 文(1)一(2)」 『季 刊 ア ラ ビア語 』2-3.pp.86-104,20-43.

飯 野 昭 夫(1999)「 ア ラ ビア語 接 続法 に つ い て の一 考 察 一 従 属 節 に お け るス ペ イ ソ語 の接 続 法

との 対 照」 『語学 研 究 』92.pp.1-38.

飯 森 嘉 助(1972a)「 ア ラ ビア 語学 習 の手 引 」 『海 外 事 情 』20:10.pp.43-50.

飯 森 嘉 助(1972b)「 ハ ムザ の正 字 法 」 『語 学 研 究』1.pp.1-28.

飯 森 嘉 助(1973-1977)「 ア ラ ビ ア語 基 礎 単 語(1)一(10)」 『語 学 研 究 』2-11,pp.93-131,105-151,

83-124,87-108,127-156,113-125,101-116,135-155,165-188,119-140.

飯 森 嘉 助(1974)『 日 ・英 ・ア ラ ビ ア語一 実 用 ア ラ ビア語 会 話 単 語 集 』 東 京:ウ ラ オ カ プ リソ

テ ィソ グ出 版部.

飯 森 嘉 助(1975)「 古 典 文 法 と方 言 と の比 較 に よ るK絲aと そ の 類 似 動詞 に 見 られ る用 法上 の変

遷 」 『ス カ ラベ 』6.PP・1-7.

飯 森 嘉 助(1976)「 ア ラ ビア文 字 の系 譜 」r日 本 サ ウ デ ィア ラ ピ ア協 会 報』67.PP.2-6.

飯 森 嘉 助(1978a)「 ア ラ ビ ア語 に お け る 双数 形 一 文 語 編 」 『語 学 研 究 』14.pp.45-58,

飯 森 嘉 助(1978b)「 ア ラ ビア語 に お け る 双数 形(ロ 語 編)一 一 統 辞 論 的 カ テ ゴ リー か ら数 の代 用

物 へ 」 『語 学 研 究 』15.pp.1-5.

飯 森 嘉 助(1979)『 実 用 ア ラ ビア語 会 話 単 語 集(増 補 新 版)』 東 京:ユ ナ イ テ ヅ ド ・パ ブ リ ッシ ャ ー

ズ 出版 部.

飯 森 嘉 助(1980a)「 ア ラ ビア語 とイ ス ラ ム」 『大学 時 報 』29:151.pp.50-53.

飯 森 嘉 助(1980b)「 ア ラ ビア語 の世 界 」r月 刊 言 語 』9:8.pp.52-59.

飯 森 嘉 助(1980-1981)「 ア ラ ビ ア語 に お け る翻 訳 借 用(calque)に つ い て(1)一(2)」 『季 刊 ア ラ ビ ア

語 』1-2.pp,72-79,113-117.

飯森 嘉 助(1981)「 ア ラ ビア語 の 辞 典 に 寄 ・せて 」 『中東 経 済 研 究 所 報 』25.pp.33-37.

飯森 嘉 助(1981-1982)「 新 ア ラ ビ ア語 講 座(4)一(5)」 『ア ッサ ラー ム』24-25.pp.100-109,99-109.

飯森 嘉 助(1985-1987)「 ア ラ ビ ア語 基 本 単 語(6)一(14)」 『語 学 研 究 』42-49,51.pp.1-25,155-168,

49-一�0,89-103,341-350,41-55,67-81,125-139.

飯森 嘉 助(1986-1988)「 ア ラ ビ ア 語 講 座(1)一(5)」 『ア ッサ ラ ー ム 』36-40.pp.58-70,66-70,

66-70,6�鶉9,�6一�9.

ユ ー ス フ,飯 森 嘉 助(1989-1944)「 ア ラ ビ ア語 講 座(7)一(21)」 『ア ッサ ラ ー ム』43-S1,53-54,

56-59.pp.70--73,68-71,68-71,68-71,68-71,�8-7U,6$-70,b9-70,68-70,68-70,68-69,

68-70,68-70,68-70,68-70.

飯森 嘉助,黒 田恒 男(1976)『 ア ラ ビア語 入 門』 東 京:泰 流 社.

飯森 嘉助,那 須 宗 一(編)(1982)『 英 ・和 ・ア ラ ビア語 電 気 用語 辞 典 』 東 京:ワ セ ダ ・プ ラ ソ ニ

ン グ ・ク リエ イ ト.

Iguider, Youssef and Yasuhara, Makoto (1996) "An active recognition of handwritten isolated
Arabiccharacters"『 計 測 自動 制 御 学 会 論 文 集 』32.pp.1267-1276.

池 田 修(1968)「ABUL-ASWADD-DUALIを め ぐ っ て 」 『大 阪 外 国 語 大 学 学 報 』19.pp.

61-69.

池 田 修(1970a)「9世 紀 以 前 の ア ラ ビ ア 語 の 研 究 」 『オ リエ ン ト』11:3/4.pp.121-160十

198-199.

池 田 修(1970b)「10世 紀 以 降 の ア ラ ビア語 研 究 の歴 史 」 『大 阪 外 国 語 大学 学 報 』22.pp.35-49.

池 田 修(1972)「 文 法 学 派 と都 市 」 『「イ ス ラ ム化 」 に か ん す る共 同 研 究 報 告 』5.東 京:東 京 外

国語 大 学 ア ジ ア ・ア フ リカ言 語 文 化研 究所.PP.173-209.

514



西尾 ・中道 日本におけるアラビア語研究文献 目録

池 田 修(1973a)「 アイ ンの 書 に つ い て」 『オ』リエ ン ト』16=1.pp.75-95+205.

池 田 修(1973b)「 ア ラブ文 法 学 に お け る`ﾃmil論 」r大 阪 外 国 語 大 学 学 報 』29,pp.25-33.

池 田 修(1976)『 ア ラ ビア 語 入 門 』東 京:岩 波 書 店.

池 田 修(1978)「 ア ラ ブ の 諺 」 板 垣 雄 三(編)r中 東 ハ ソ ドブ ッ ク』 東 京:講 談 社.pp.

33346.

池 田 修(1980)「SaとSawfa」 『季 刊 ア ラ ビア語 』1,pp,17≒22.

池 田 修(1981a)「 ア ラ ブに と って の 言 語 と宗 教 」 板 垣 雄 三,川 床 睦 夫(編)『 シ ソ ポ ジ ウ ム

ア ラ ブ とは 何 か 』東 京:中 近 東 文 化 セ ン タ ー.pp.102-110.

池 田 修(1981b)「Qadの 用 法」 『季 刊 ア ラ ビア語 』2.PP.19--32.

池 田 修(1982)「 イ ス ラム教 徒 の学 問 一 バ ス ラ学 派 と クー フ ァ学 派 」杉 勇,前 嶋 信 次(編)『 オ

リエ ン ト史 講 座4一 カ リフ の世 界 』 東 京:学 生 社.pp.124-140,

池 田 修(1985a)「 ア ラ ビ ア語 とア ラ ブ人 」 矢 島文 夫(編)『 民 族 の世 界 史11ア フ ロア ジ ア の

民 族 と文 化 』 東 京:山 川 出版 社.pp.243-266.

池 田 修(1985b)「 エ ジ プ トに おけ る ア ラ ビア語 の歴 史 」 『イ ス ラム世 界 』23/24.pp。1-15.

池 田 修(1992a)「 ア ラ ビア 語 学 徒 の 道 標 サ ッチ ャー か ら千 夜 一 夜 物 語 ま で」 『中 東 研 究 』

367.pp.17-21.

池 田 修(1992b)「 ア ラ ビア語 方 言 特 性 名 の検 証 」 藤 本 勝 次 ・加藤 一 朗 両 先 生 古 希 記 念 会(編)

『中近 東 文 化 史 論 叢 』pp.119-134.

池 田 修(1992c)「 萌 芽 期 の ア ラ ビア語 研 究 」rア ル ア ラ ビ ーヤ 』1.pp.37-49.

池 田 修,竹 田 新(1981)『 現 代 ア ラ ビア語 小 辞 典 』 東 京:第 三 書 館.

石 原 忠 佳(199b)「 ア ラ ビ ア語 に お け る クー フ ァ体 の 特徴 とそ の 変 遷 一 南 ス ペ イ ソ史 との 関 連

か ら」 『創 価 大 学 外 国 語 科 紀要 』6.pp.67-85.

石 原 忠 佳(1997)「 南 ス ペ イ ソ(ア ソダ ル ス)の ア ラ ビア 語 に お け る言 語 学 的 諸 相 音 韻 論 的

立 場 か ら」 『地 中 海 学 研 究 』20.PP・127-151.

石 原忠 佳(1998)「 古 典 ア ラ ビ ア語 と ア ラ ビア語 の 諸 方 言 化 一 エ ジ プ トロ語 とモ ロ ッ コ ロ語 の

語 彙 比 較 か ら」 『創 価 大 学 外 国語 科 紀 要 』..。97-119.

石 原忠 佳(200ﾚa)『 モ ロ ッコ ・ア ラ ビア語 標 準 ア ラ ビ ア語 対 照 会 話 と文 法 』 東 京:大 学 書

林.

石 原忠 佳(2000b)rSpanishArabicZこ 関 す る一 考 察 そ の歴 史 的 背 景 と音 韻 的 特 質 」r創 価 大

学 外 国語 学 科 紀 要 』10.pp.35-62.

泉 井 久 之助(1981)「 ア ラ ブ語 の 興 味一 言語 と哲 学 」r季 刊 ア ラ ビア語 』2.pp.1-5.

Izutsu,Toshihiko(評)(1939a)"AnastasMarial-Karmali,Nush�'al-1ughatal-`arabiyyahwa

num�'uh縢aiktih緲uh�,Cairo,1938(ア ラ ビア語 の起 源,発 達 及 び 得 熟)n『 言 語 研 究 』4.

pp.106-109.

井 筒 俊 彦(1939b)「 最 近 の ア ラ ビア 語学 」 『言 語 研 究 』3.pp.110-116.

井 筒 俊 彦(1950)『 ア ラ ビア語 入 門 』 東 京:慶 応 出 版 社.

井 筒 俊 彦(1955)「 ア ラ ビア語 」 市 河 三 喜,服 部 四 郎(編)『 世 界 言語 概説(下)』 東 京:研 究 社.

pp.1155-1221.

Izutsu,Toshihiko{1959)TheStructureoftheethicaltermsintheIforan:Astudyinsemantics.

Tokyo:KeioInstituteofPhilologicalStudies.(牧 野 信 也(訳)『 意 味 の 構 造一 コー一ラ ンに

お け る宗 教 道 徳 概 念 の分 析 』 東 京:新 泉 社).

Izutsu, Toshihiko (1964) God and man in the Koran: Semantics of the Koranic Weltanschauung. 
   Tokyo: The Keio Institute of Cultural and Linguistic Studies. 

Izutsu, Toshihiko (1965) The concept of belief in Islamic theology: A semantic analysis of  Iman 
   and Islam. Tokyo: The Keio Institute of Cultural and Linguistic Studies.

井 筒 俊 彦(1984)「 ス ー フ ィズ ム と言 語 哲 学 」 『思 想 』720.PP。1-21.

井 筒 俊 彦(1988)「 言 語 現 象 と して の 『啓 示 』」 『イ ス ラ ー ム思 想2イ ス ラ ーム 思 想 の 特 質 』

東 京:岩 波書 店,pp,3-48.

515



国立民族学博物館研究報告26巻3号

糸 田 明子(1996)『 ア ラ ビア語 の 初 歩一 初心 者 に もわ か りや す い 』 東 京:泰 流 社,

井上 レイ プ,黒 田壽 郎(1985)『250語 で で き るや さ しい ア ラ ビア語 』 東 京:白 水 社.

岩 永 博(1939)「 ア ラ ビ ア文 字 の 近 代 化 一 斑 一 特 に エ ヂ プ トの ア ラ ビア文 字 改 良 に つ い て の

法 令 」 『回 教 圏 』2:6.pp.53-59.

上 野 悌 嗣(1992)『 実 用 湾 岸 方 言 ア ラ ビア 語』 東 京:日 本 サ ウ ジ ア ラ ビ ア協会,

江 村 裕 文(1982)「 ア ラ ビア語 関 係文 献 」 『季 刊 ア ラ ビア語 』3.pp.85-91.

Elsherbeny,Maher(1999)「 ア ラ ビア語 と 日本 語 に おけ る受 身 形 の対 照 研 究 」 『Nidaba』28.pp.

98-107.

大 里 泰 弘(1985)「 ア ラ ビア語 文 語 の文 連 結 詞 のwa,faに つ い て一 談 話 研 究 の観 点 か ら」 『九

大 言 語 学 研 究 室 報 告 』6.pp.57-67,

大竹 孝 司(1986)「 ア ラ ビア 語 と 日本 語 に お け る補 償 効 果[英 文]」 『音 声 学 会 会 報 』189.pp.

19-24.

大 塚 和 夫(1980)「 ア ヅラ ーに 選 ぼ れ た 言 語 」 『月 刊 言 語 』9:8.pp.6-11.

大 西 圓(1981)「 見 本 市 の ア ラ ビ ア語 」 『季 刊 ア ラ ビア語 』2.pp.105-112.

大西 圓(1982)「 石 油 の ア ラ ビ ア語 」 『季 刊 ア ラ ビア語 』3.PP.4-19,

Oh, Myung-Keun (1997) "A study on Arabic diglossia: Historical background and spectroglossia"
『日本 中 東 学 会 年 報 』12.pp.313-328.

岡 真 理(1998)「 『こ とば 』 の 占有 をめ ぐっ て 現 代 ア ラ ビ ア語 」 大 塚 和 夫(編)『 暮 ら しが

わか る ア ジ ア読 本 ア ラ ブ』 東 京:河 出書 房 新 社.pp.105-112.

岡崎 英 樹(1991)「 コー ラ ンに お け る ア ラ ビア語 の受 動 態 に つ い て 」PNebulae』15.pp.37-88.

岡崎 英 樹(1993)「 ア ラ ビア語 ラバ ト方 言 の 第 三語 根 弱 動 詞 につ い て」r外 国 語 ・外 国 文 学 研 究 』

1�.pp.1-14.

岡崎 英 樹(1994)「 受 動 文 の主 語 を め ぐるア ラ ブ文 法家 の記 述 につ いて 」r外 国語 ・外 国文 学 研 究 』

17,pp.15-24.

岡崎 英 樹(1999)「 タ ー ハ ー ・フサ イ ソの 著 作 か らの 同族 目的 語 用 例 収 集 」 『中東 イ ス ラ ム文 化 の

諸 相 と言 語 研 究一 池 田修 先生 ご退 官 記 念 論 文 集 』 大 阪:大 阪外 国語 大 学.pp.75-79.

岡崎 英 樹(2001)「"Mubhamタ イ デ'の 同族 目的 語 と文 体 タ ーハ ー ・フサ イ ソの 場 合 」 『関

西 ア ラ ブ ・イ ス ラ ム研 究』1.pp.31-51.

小笠 原 良治(1980)「 弱 文 字 に お け る変 化 」 『季 刊 ア ラ ビア 語 』1.pp.23-30.

小笠 原 良治(1981a)「 サ ル フ(語 形 論)に つ い て 」 『ア ジ ア ・ア フ リカ語 学 院 紀 要 』4,pp.87-99.

小笠 原 良 治(1981b)「 ハ ムザ にお け る変 化 」 『季 刊 ア ラ ビア語 』2,pp.33-43.

岡野 利雄,飯 森 嘉 助(編)(1978)『 ア ラ ビア 語 会 話 現 代 正 則 ア ラ ビア語&ク ウ ェイ ト ・イ

ラ ク ・ガル フ方 言 』 東 京:豊 文 社.

岡部 正 孝(1960)「 フ ラ ンス 語 と ア ラ ビア語 の 間 に 一 一マ ル ド リウ ス版 千 夜 一 夜 物 語 の翻 訳 を 終

えて 」 『言 語 生 活 』105.pp。56-62。

奥 田 敦(1999)「 ア ラ ビア語 とイ ス ラー ム共 同体 の法 」PKeioSFCreview』3,pp.106-110.

奥 西 峻 介(1985)「 中東 の言 語 」 岡 崎 正 孝,末 尾至 行(編)『 中東 を め ぐる諸 問 題 』 京 都:晃 洋 書

房.pp,84-99,

小高 正 直(1966)「 現 代 ア ラ ブ文 化 の 問題 一 ア ラ ビ ア語 と イス ラ ム教 」 『東 洋学 術研 究』4:10.

pp.57-67.

回教 圏 研 究 所 研 究 調 査 部(訳)(1939)「 ア ラ ビア の 国語 問 題 」 『回教 圏 』3:2,pp,54-59,

外 務 省 調 査 部(1939`1940)「 支 那 の 文 献 に 見 え た 西 方 回 教 圏 の 言 語(1)一(2)」 『回 教 事 情 』

2:4-3:1.pp.68--70,83-87.

カ シ ュガ リー ・マ フ ムー ド(著),藤 本 勝 次 〔訳)(1957)「 マ フ ム ー ド ・カ シ ュガ リー 『トル コ ・

ア ラ ビ ア語 辞 典 』 の翻 訳(地 名 篇)」 『東 西 学 術研 究 所 彙 報 』5.pp,1-35.

川 崎 寅 雄(1962-1965)「 ア ラ ビ ア語 入 門(1)一(12)」 『サ ウ デ ィア ラ ビア』6-17.pp.21-26,i8-23,

17-28,24-35,25-36,15-28,14-20,6-12,16-22,2��30,28-31,41-43.

Sl6



西尾 ・中道 日本におけるアラビア語研究文献目録

川崎寅雄…(1963)rア ラブ語辞典』東京:ア ラブ言語文化研究会.

川崎寅雄(1964)rア ラビア語入 門』東京:ア ラブ言語文化研究所.

川崎寅雄(1968)「 ア ラビア語へ の招待 一入門書 と辞 書案内」r学 燈』65:8.pp.46-49.

川崎寅雄(1973)「 ア ラビア語へ の招待一 入門書 と辞 書案 内」小林英夫(編)『 私の辞書』東京:

丸善.PP.258-263.

川崎寅雄(1974)『 ア ラビア語入 門』東京:み き書房.

川崎寅雄(1975)『 最新 日 ・亜辞典』東京:ア ラブ言語文化研究会.

Kawatoko, Mutsuo (1992) "On the use of Coptic numerals in Egypt in the 16th century" Orient 28. 
   pp. 58-74.

菊池 慧 一 郎(1940-1941)「 章 駄 天 ア ラ ビア語(1)一(10)」 『回 教世 界』2:4-3:4,(巻 末)

黒 田壽 郎(1980-1981)「 新 ア ラ ビア語 講座(1}一(4)」 『ア ヅサ ラ ー ム』19-22,pp.84-87,102-105,

94-97,88-91.

黒柳 恒 男,飯 森 嘉 助(1999)r現 代 ア ラ ビア 語入 門』 東 京:大 学 書 林.

桑 本裕 二(1994)「 標 準 ア ラ ビア語 の 完 全/部 分 同 化 に つ い て 強 勢 音 を め ぐる 分 析 」 『東 北 大

学 言語 学論 集 』3.pp.85-101.

桑 本裕 二(1995a)「 ア ラ ビア語 に お け るハ ムザ 動 詞 の語 根 子 音"?"に つ い て」 『東 北 大 学 文 学 部

日本 語 学科 論 集 』5。pp,13-24.

Kuwamoto, Yuji (1995b) "Emphatics and pharyngeals in Arabic: An inspection of feature geo-
   metry"  PV1f;t  A  a#-MI 4. pp. 57-70.

桑本裕二(1997)『 ア ラビア語 における分節音構造 と音節構造 の研究』東北大学博士論文.

桑本裕二(1998a)「 アラ ビア語 におけ る半母音の削除 につい て」『言語 の内在 と外在』東北大学

文学部.pp.303-334.

桑本裕二(1998b)「 半母音 と音節の型 ア ラビア語弱動詞か らの証拠」『東北大学言語学論集』

5.pp.63-78.

慶応義塾語学研究所(1932)『 アラ ビア語文法』東京:慶 応 出版社.

小池百合子(1983)『3日 でおぼ えるアラビア語 』東京:学 生社.

小林寧子(1993)「 イス ラム化の深層一 ジ ャワの中 のアラビア語借用語」『東南 アジア 歴史

と文化』22,pp,95-121,

小 山皓一郎(1977)「 マ フムー ド・カシsガ リー 『トル コ ・ア ラビア語辞典』に見え るチxル ク

称号」『北方文 化研究』11,pp.39-61.

近藤智子(1995)「 現代 アラビア語の動詞"完 了形"と そ の複合形の機能の違 いについて」r言 語

学研究』14.pp.1-35十36.

近藤智子(1999)「 ア ラビア語 の条件文 における時制 を表 す動 詞複合形 について」 『言語研究』

115.pp.109-140.

Kondo, Tomoko (2001) "On the interpretation of ma  Perfect/lam Jussive: hatta Perfect con-
   struction" Zeitschrift fiir Arabische Linguistik 39. pp. 36-52.

サ ー レ ・ア ー デ ル ・ア ミγ(1998)「19世 紀 末 に お け る エ ジ プ トの 『民 衆 語 』 認 識 エ ジ プ ト

に お け る言 語 ナ シ ョナ リズ ム の前 夜(1880-1990)」 『日本 中東 学 会 年 報 』13.pp.287-3ﾘ.

サ ー レ ・ア ー デ ル ・ア ミン(1999)『 エ ジ プ トの言 語 ナ シ ョナ リズ ム と国 語 認 識 一 日本 の 「国

語 形 成 」 を 念頭 に お い て』 東 京:三 元 社.

サ ー レ ・ア ル;ス レイ マ ン(著)ジ ャパ ン ・ア ラ ブ ・ア ソ シエ イ テ ッ ドマ ー ケ ッ ツ(編)(1979)

『ア ラ ビア 語会 話 とガ イ ド』 東 京:豊 文 社.

榮 谷 温 子(1997)「 ア ラ ビ ア語 ダイ グ ロ シア研 究 の現 状 」r日 本 中 東 学会 年 報 』12.pp,329--363.

榮 谷 温 子(1998a)『 ア ラ ビ ア語 に お け る 限定 ・非 限 定 の意 味 と機 能 』 東 京 外 国 語大 学 大 学院 地 域

文 化 研 究 科博 士 論 文.

榮 谷 温 子(1998b)「 ア ラ ビア語 の限 定 名詞 句 の 用 法一 主 に童 話 の テキ ス トの 書 き出 し部 分 につ

い て 」 『日本 中東 学 会 年 報 』13.pp.257-285.

517



国立民族学博物館研究報告26巻3号

榮 谷 温 子(1998c)「 ア ラ ビア語 フ ェズ方 言 にお け るbra(～ した い)とxess(～ しなけ れ ぽ な ら

な い)」 『ア ジ ア ・ア フ リカ言 語 文 化 研 究 』55.pp.255-278.

榮 谷 温 子(1999)「 情 報 構 造 と して の 限 定 ・非 限定 一 ア ラ ビア語 の戯 曲`ArafaKaylaYam�u

に お け るqunbulah(爆 弾)の 用 法 を 通 して 」rナ リエ ン ト』42:2...40-60.

榮 谷 温 子(111.)「 クル ア ー ン の物 語 テキ ス トを 通 してみ る ア ラ ビア語 の 限 定 名 詞 句 の 用 法 」rイ

ス ラ ム世 界 』54.pp,1-25,

榮 谷 温 子(2000b)「 コ ソ ピ ュー タ ー に よ る ア ラ ビア語 教 育 カイ ロ ・ア メ リカ ソ大 学 ア ラ ビ ア

語 イ ンステ ィテ ユ ー トに よる教 材 制 作 」 『日本 中東学 会年 報 』15.pp.361-369.

榮 谷 温 子(評)(2000c)「 書 評 と紹 介 本 田孝 一,師 岡 カ リーマ ・エ ルサ ム ニ ー著 『ア ラ ビ ア

文 字 を 書 い てみ よ う読 ん で み よ う』 白水 社(1999年4月5日 刊)」rイ ス ラ ム世 界 』54.pp.

12122.

榮 谷 温 子(評)111)「 書評 と紹 介 一AryehLevin著PArabiclinguisticthoughtanddialec-

tology』 」 『イ ス ラ ム世 界 』55.PP.117-125.

佐 久 間 偵,川 崎 寅 雄,多 田利 雄(監)(1960)『 日 ・英 ・ア ラ ビア語 会 話 と語 彙』 東京:南 雲 堂.

佐 久 間 偵(1974)『 日 ・英 ・ア ラ ビ ア語会 話 語 彙 第2版 』 東 京:凸 版.

佐 々木 淑 子(1997)『 ア ラ ビア 語 入 門』 相 模 原:青 山社.

佐 々木 淑 子(2000)『 ア ラ ビア 語入 門(改 訂 版)』 相 模 原:青 山 社.

佐 藤 道 雄(1998)「 ア ラ ビア語 サ ナ ア方 言 に おけ る いわ ゆ る分 析 的属 格 のhaggに つ い て 」 『ニ ダ

ノミ』27.pp.20-27,

サ ミー ル ・ア ブ ド ・ハ ミー ド(著),平 田 伊都 子(訳)(1986)rア ラ ビ ア語 の き ま り文 句 』 東 京:

南 雲 堂,

Salah el-Araby (1983) Intermediate Egyptian Arabic: An intergrative approach. Tokyo: Institute 
   for the Study of Languages and Cultures of Asia and Africa.

サ ラ ー フ ・ア ル ・ア ラ ビ ィ,中 野 暁 雄(編)(1982b)『 ア ラ ビア語 エ ジ プ ト方 言 会 話 入 門2』 東

京:東 京 外 国 語 大 学 ア ジア ・ア フ リカ言 語 文 化 研 究 所.

蔀 勇造(1988)「 南 セ ム 系 ア ル フ ァベ ッ トの 起 源 と発 展 に つ い て 」 『比 較 文 化 雑 誌 』3.pp.

23-37.

四戸 潤 弥(1996)『 現 代 ア ラ ビア語 入 門講 座(上 ・下)』 東 京:東 洋 書 店.

清 水 芳 見(1991)「 ア ラ ブ ・ムス リム に お け る親 族 名 称 の 呼 び か け 用 法 一 ヨル ダ ン北 部 一 村 落

の事 例 分 析 」 『民 族 学 研 究 』55:4.pp.433-454.

シ ャイ ホ(1943)『 ア ラ ビア語 初 等 読 本 』 東 京:慶 鷹 義 塾 大 学 研 究 所.

杉 沢 理(1992)『 ア ラ ビア語 商 業 経 済 用 語 集 日本 語 ・英 語 か な表 記 付 き』東 京:南 雲 堂 フ ェ

ニ ッ クス.

杉 沢 理(1997)『 超 や さ しい ア ラ ビ ア語 入 門 』 東 京:南 雲 堂 フ ェニ ッ クス.

鈴 木 弘 明(1968)「 ア ラ ビア語 につ いて 」 『海 外 事情 』16:11.pp,73-80.

Stevens,FaalB.(著),江 村 裕 文(訳)(1998)「 チ ュ ニ ジ アの 言 語 状 況 ア ラ ビア語 と フ ラ ン

ス語 の 間で 」 『法 政 大 学 教 養 部 紀要 』103.pp.127-150.

関根 謙 司(1975)「 ア ラブ文 学 の律 動 と音 韻 に つ い て 」 『中東 通 報 』230.pp.14-18.

高 井 清 仁(1983-1986)「 新 ア ラ ビ ア 語 講 座(1)一(7)」 『ア ッ サ ラ ー ム 』29-35.pp.122-127,

12a-124,118-125,llo--11$,86-94,42-49,48-57.

高 階 美 行(1976)「 イ ラ ク方 言 のk>C,q>gに つ い て 」 『言 語研 究 』70.pp.97-99.

高 階 美 行(1984)「 デ ダ ン語(前 古 典 ア ラ ビ ア語)研 究 にむ け て」 『大 阪 外 国 語 大 学学 報 』64.pp.

283-312.

高階 美 行(1988)「 ア ラ ビア語 の ピジ ン ・ク レオ ール 」 亀 井孝,河 野 六 郎,千 野 栄 一(編 著)『 言

語 学 大 辞 典 第 一 巻 世 界 言語 編(上)』 東 京:三 省 堂.pp。483-487.

高 階 美 行(1989)「 イ ス ラ ー ム の都 市 名一 美 称 ・異称 とそ の変 遷 」rイ ス ラム の都 市 性 ・研 究 報

告 研 究 報 告 編 』22.pp.1-56.

高 階 美 行(1992)「 ア ラ ビア語 の七 不 思議(1)」 『ア ル ア ラ ピー ヤ』1.pp,20-36。

518



西尾 ・中道 日本におけ るアラビア語 研究文献 目録

高 階美 行(1999)「 ア ラ ビア語 の辞 書 」 『中 東 イ ス ラ ム文 化 の諸 相 と言 語 研 究 池 田修 先 生 ご退

官 記 念 論 文 集 』 大 阪:大 阪 外 国語 大 学.pp.81-105.

高 階美 行(2001a)「 ア ラ ビア文 字 」 河 野 六 郎,千 野 栄 一,西 田龍 雄(編 著)『 言 語 学 大 辞 典 世 界

文 字 辞 典 』 東 京:三 省 堂 。pp.42-59.

高 階美 行(2001b)「 古 代 北 ア ラ ビア文 字 」 河 野 六 郎,千 野 栄 一,西 田龍 雄(編 著)『 言 語 学 大 辞

典 別 巻 世 界 文 字 辞 典 』 東 京:三 省 堂,

高 野 昌弘(1994)『 トラペ ル ア ラ ピア語 会 話 手 帳 こ とぽ に親 しみ ここ ろ に触 れ 合 う旅 』東 京:

語 研.

武 内道 子(1982)「 ア ラ ビア語 に お け る関 係 節 」 『言 語 研 究 』82.pp.166-170.

田 中 四郎(1957)『 ア ラ ビア語 会 話 』東 京:江 南 書店,

田 中 四郎(1958a)「 ア ラ ビ ア語 に お け るr神 』 の堕 落 」r大 阪 外 国 語 大 学 学 報 』6.pp.154-164.

田 中 四郎(1958b)「 ア ラ ビ ア語 に お け る 『神 』 の堕 落 」 『日本 オ リエ ソ ト学 会 月 報 』1:10,pp,

1-7.

田 中四 郎(1963a)『 ア ラ ビ ア語 文 典 』 大 阪:大 阪 外 国語 大 学 ア ラ ビ ア語 学研 究室 内 マ ナ ー ラ会,

田 中四 郎(19�3b)『 実 用 ア ラ ビア語 会 話 』 東 京:大 学 書林.

田 中四 郎(1964)『 ア ラ ビア語 文 マ タ イ伝 抜 粋 』大 阪:大 阪 外 国 語 大学 ア ラ ビア語 研 究 室 内 マナ ー

ラ会.

田 中博 一(1999)『 日本 語 ア ラ ビ ア語基 本 辞 典』 東 京:鳥 影 社.

谷 口 勇(1981)「 イ ブ ン ・シ ーナ ーの音 声 学 」 『桃 山学 院 大 学 人 文 科 学 研 究』17:1.pp.45-88.

田村 秀 治(1980)『 詳 解 ア ラ ビ ア語/日 本語 辞 典 』 東 京:中 東 調 査 会.

地 球 の歩 き方 編 集 室(編)(1996)『 ア ラ ビア語/英 語 エ ジ プ ト ・シ リア ・モ ロ ッ コ方言 』東

京:ダ イ ヤモ ン ド ・ピ ツ グ社.

中東 カ ウ ソセ リ ソグサ ー ピ ス(1993)『 科 学 技 術基 本 用 語 集 日本 語 ・英 語 ・ア ラ ビ ア語 』 東 京:

中東 カ ウ ンセ リン グサ ー ピス.

中東 協 力 セ ソ タ ー(編)(1982)『 ア ラ ビア語 ア ラカ ル ト』 東 京:中 東 協 力 セ ソ ター.

戸 部 実 之(1992)『 実 用 ア ラ ビア 語 入 門一 文 法 日常 会 話 単 語 集 』 東 京:泰 流 社.

戸 部 実 之(1993)『 実 用 モ ロ ヅコ(ア ラ ビア)語 入 門一 発 音 文 法 日常 会 話 集 単 語 集 』 東京:泰

流 社 。

戸 部 実 之(1996)r実 用 ア ラ ビア 語 教程 』 東 京:泰 流 社,

内記 良一(1964a)「 ア ラ ブ語 に お け る 対 義 語 に つ い て 」 『東 京 外 国 語 大 学 論 集 』11.pp.

125-142十177-178.

Naiki,Ryoichi(評)(1964b)"Review:JohnA.Haywood,Arabiclexicography:Itshistoryandits

placeinthegeneralhistoryoflexieagraphy,Leiden,1960"『 ア ジ ア ・ア フ リカ文 献 調 査報

告10西 ア ジ ア3』,

内記 良一(1965a)「 ア ラ ブ語 の 不 規則 複数 につ い て」 『言 語 研 究 』48.P.68.

内記 良一(1965b)「 ア ラブ語 明義 論 の展 開 」 『東 京 外 国語 大 学 論 集 』12.pp.75-89+163.

内記 良一(1965c)「(近 代 ア ラ ブ語)の 定 義 に つ い て 」 『東 洋文 化 』38.pp.19-26.

内記 良一(1966a)「 ア ラ ブ 語 に お け る類 義 語 の 資 料 に つ い て 」 『東 京 外 国 語 大 学 論 集 』13.pp.

9-26.

内記 良一(1966b)「 東 方 ア ラブ諸 国 にお け る言 語 問題 」 『東 洋研 究 』14,pp.17-28,

内記 良 一(1968)「 ク ー フ ァ文 法 学 の 格 概 念 に つ い て 」 『東 京 外 国 語 大 学 論 集 』17.pp.

65-82十213.

内記 良 一(1970)「 ア ラ ブ語 文献 に お け る人 物 語 詞 の意 味 的 極 性 に つ い て 」 『オ リエ ン ト』11。pp.

ias-ii9.

内 記 良 一(1979)r基 本 動 詞 対 照 用 例 集 日本 語/ア ラ ビア語 』 東 京:東 京 外 国 語 大 学 ア ジ ア ・ア

フ リカ 言 語文 化 研 究 所,

内 記 良 一(編)(1980a)『 ア ラ ビヤ語 小 辞 典 』 東 京:大 学 書 林.

519



内記 良一(1980b)「 ア ラビヤ語600語 選」『AA諸 語言語教育基本語 彙表一 入門期 の学 習に必

要な基礎語彙600項 目試案』東 京:東 京外 国語大学.

内記良一(1980c)「(増 す)に 伴 う対 格名詞 の省略 について」『季刊ア ラビア語』1.pp.31-38.

内記 良一(1981a)「 ア ラビア系文字 の発展」 『講座言語5世 界の文字』東 京:大 修館 書店.pp.

15180.

内記 良一(1981b)「 イス ラムの文字 と言語一 アラブの文学」rイ ス ラム世 界一 その歴史 と文

化』京都:世 界思想社.pp.50-61.

内記 良一(1983a)『 基礎 アラ ビア語』東京:大 学書林。

Naiki, Ryoichi (1983b) "From  Pahlavi ASven(ak) to Arabic 'Adab: With special reference to ABven
N穃akofstrategy≫ 『東京 外 国語 大 学 論 集 』33.pp.73-87.

内 記 良一(1984)『 ア ラ ピヤ語 常 用6000語 』 東 京:大 学 書林.

内 記 良一一(1986a)「 ア ラ ピヤ語 に おけ る 『神 』 の 呼 称 」r東 京 外 国語 大 学 論 集 』36.pp,45-60.

内 記 良一(1986b)『 や さ しい ア ラ ビ ア語 読 本一 イ ス ラ ム の教 え ・ア ラ ブの 笑 い』 東 京:大 学 書

林.

内 記 良一(1992)「 ア ラ ビヤ語 に おけ る 『物 質 』 論 」 『東 京 外 国語 大 学 論 集 』45.pp.1-10.

内 記 良一(1999)『 日本語 ア ラ ビヤ語 辞 典 』 東 京=大 学 書林.

内 記 良 一 ・牧 野 信 也(1966)「 ア ラ ビア地 域 に お け る国 語 教 育 資料 の調 査 研 究 」河 部 利 夫(編)『 ア

ジ ア ・ア フ リカ諸 国 に お け る国 語 教 育 資 料 の 調 査 研 究 一 中 間報 告 』 東 京:東 京 外 国 語 大

学 ア ジ ア ・ア フ リカ言 語 文 化 研 究 所.AP.47-49.

内 藤 浩 二(1993)「 パ ソ コ ソで ア ラ ビア語 を 使 い ま し ょ う」r中 東研 究 』377.pp.8-i2.

中 江 加 津 彦(1993)「 ア ラ ビア語 の修 辞 動 詞 につ いて 」r言 語 学 論 叢 』 別 号(松 本克 己教 授 退 官 記

念 論 文 集)pp.11-57.

中 江 加 津 彦(1996a)「 ア ラ ビア 語 に お け るh�1と して解 釈 され るma$darア ラ ブ伝 統 文 法 学

に お い て 」 『言 語 文 化 学 会 論 集 』6,pp.31-54.

中 江 加 津 彦(199b�)「 ア ラ ビ ア語 の 文 構 造 に お け る対 格 名 詞 の 果 た す 役 割 に つ い て」 『言 語 文 化

学 会 論 集 』7.pp.43-69.

中 江 加 津 彦(1997a)「 動 詞 に含 まれ る意 味 と文 法 関 係 ア ラ ブ伝 統 文 法 学 に お い て」r言 語 文

化 学 会 論 集 』8.pp.119-158.

中江 加 津 彦(1997b)「 ア ラ ビア 語 に お け る原 因構 文faa1-sababiyyahの 実 現 条 件 に つ い て ア

ラブ伝 統 文 法 学 に お い て」 『言 語 文 化 学 会 論 集 』9.pp.169-223,

中江 加 津 彦(1998a)「 等 位 接 続 と話 し手 の 思 い込 み 一 ア ラ ブ伝 統 文 法 学 に お け るtawahhum

の意 味 」 『言 語 文 化 学会 論 集』10.pp.167-191.

中江 加 津 彦(1998b)「 古 典 ア ラ ビ ア語 に お け る 品詞 の 異 な る語 句 の等 位 接 続 に つ い て 」 『言 語 文

化 学 会 論 集 』11.pp.111-116.

中江 加 津 彦(1999)「 現 代 口語 ア ラ ビア語 イ ラ ク方 言 及 び パ レス チ ナ 方 言 の形 容 詞 節 文 法 化

の一 定 方 向 性 に 対 す る反 例 と して」 『言 語 文 化 学 会論 集 』12.pp.113-142.

中 田吉 信(1963-1964)「 ア ラ ビア語 の 学 習 書 に つ い て(1}一(6)」rア ジ ア ・ア7リ カ資 料 通 報 』1:

7-9,2:1,4,6.pp.8-lb,10-12,13-16,11-16,12-16,13-16.

中野 暁 雄(19b6)「 古 典 ア ラ ビア語 に お け る形 式 の 自由度 につ い て」r言 語 研 究』49.pp.70-76.

中野 暁 雄(1972)「 空 間 を 表 す 形 容 詞 の意 味 分 析 ア ラ ビ ア,ヘ ブ ラ イ語 」 服 部 四郎 先 生 定 年

退 官 記 念 論 文 集 編 集 委 員 会(編)r現 代 言 語 学 』 東 京:三 省 堂.pp.275-297.

中野 暁 雄,サ ラ ー フ ・アル ・ア ラ ピ ィ(編)(1482)『 ア ラ ビ ア語 エ ジ プ ト方 言会 話 入 門1ロ ー

マ字 ・ア ラ ビ ア字 テキ ス ト』 東 京:東 京 外 国語 大 学 ア ジ ア ・ア フ リカ言 語 文 化 研 究 所.

Nakano, Akio (1982) Folktales of Lower Egypt  I: Text in Egyptian Arabic 1 (Studia Culturae 
   Islamicae 18). Tokyo: Institute for the Study of Languages and Cultures of Asia and Africa, 

   Tokyo University of Foreign Studies. 
Nakano, Akio (1986) Comparative vocabulary of Southern Arabic: Mahri, Gibbali and Soqotri 

   (Studia Culturae Islamicae 29). Tokyo: Institute for the Study of Languages and Cultures of

520



西尾 ・中道 日本におけ るアラビア語研究文献 目録

AsiaandAfrica,TokyoUniversityofForeignStudies.

中野 暁 雄(1988)「 ア ラ ビ ア語 諸 方 言 」 亀 井 孝,河 野六 郎,千 野 栄 一(編 著)『 言 語 学 大 辞 典 第
一 巻 世 界 言 語 編(上)』 東 京:三 省 堂 ,pp.472-483.

中野 暁 雄(1998a)「 ア フ ロ ・アジ ア 語 の音 声 ・音 韻 一 子 音 音 素 論 」r音 声 研 究』2...-30.

中野 暁 雄…(1998b)「 西 ア ラブ ・マ ル タか ら見 た 地 中 海 」 『言語 』27:10,pp.88-95,

中野 英 治 郎(1941a)「 ア ラ ビア文 字 の起 源 」 『回 教 世 界 』3:12.pp.1-18.

中野 英 治 郎(1941b)「 埃 及 王 立 ア ラ ビア語 学 会 につ いて 」 『回 教 世 界 』5=5.pp,67-72.

中林 隆 明(1975)「 続 ・ア ラ ビア語 の 学 習 書 に つ い て(1)一(2)」rア ジ ア ・ア フ リカ 資料 通報 』12:

11-12.pp.21-25,19-24.

Nakamichi,Shizuka(1999)"OnthefunctionsoftheArabicconnectiveswaandfainnarrative

texts"『 ア ジ ア ・ア フ リカ言 語 文 化 研 究 』58.pp,221-261.

Nakamura,Kojiro(1974}"lbnMad�'scriticismofArabicgrammarians"Orient14.pp.89-113.

中 村 満 次郎(1961)「 ア ラ ビヤ文 字 考 ア ラ ピヤ書 誌 学(3)」 『ピ ブ リア』18.pp。50-55.

新 妻仁 一(1992)「 実用 シ リア方 言 会 話(1)」rア ル ア ラ ビー ヤ』1.pp.121-133.

新 妻仁 一(1994)「 シ リア 正教 会 と言 語 教 育 」r亜 細 亜 大 学 ア ジア 研 究所 研 究 プ βジ ェ ク ト報 告 書

No.7ア ジ ア の言 語 ・教 育 ・宗 教』.

新 妻 仁 一(1996)「 ア ラ ビア語 の数 詞 の意 味 とr13』 の 物 語一 一 ダマ ス カ ス の民 話 か ら」r東 と西

(亜細 亜 大 学 言 語 ・文 化 研 究 所)』14.PP.72-100.

新 妻 仁 一(1997)「 シ リア方 言 会 話 ノ ー ト」rア ジ アの 言語 ・教 育 ・宗 教(そ の2)』(ア ジ ア研 究

所 ・研 究 プ ロジ ェ ク ト報 告 書No.15)武 蔵 野:亜 細 亜 大 学 ア ジ ア研 究 所 、pp....

新 妻 仁 一(共 著)(1998)『 世 界 の 言 葉 散策 目は 口ほ ど に も のを 言 うか 』 東京:三 修社.

仁 賀 保 成 史(1976-1977)「 ア ラ ビア語 講座(1)一(5)」 『ア ッサ ラ ーム』5-..,59-62,76-79,86-89,

61-63,81)-83十iii一�.

西 尾 哲 夫(1984)「 古 代 ア ラ ビア語 の所 謂 動 詞 派 生 形 第II形 に つ い て テ ンス ・ア ス ペ ク ト体

系 に関 す る一 仮 説」 『言語 学 研 究 』3.PP・23-55,

Nishio,Tetsuo(1986)"OnthepronominalsuffixesinProto-Colloquial-Arabic"『 言 語 学 研 究 』5.

pp.1-24.

Nishio,Tetsuo(1988a)"OnthemodalfunctionoftheArabicparticleqad:Acontributiontothe

typologyofmodality"崎 山理,佐 藤 昭 裕(編)rア ジア の諸 言 語 と一 般 言 語 学 』 東 京:三 省

堂.pp.313-340.

西 尾 哲 夫(1988b)「 『能 力表 現 』 の語 用 論 一 日本 語 と ア ラ ビア語 の対 照 研 究 」 『言 語 学 研 究 』7.

pp.153-184.(『 日本 語学 論 説 資 料 』26:1(論 説 資 料 保 存 会)(1989)pp.183-99.再 録)

Nishio,Tetsuo(1989a)"Onthenon-causativeusageofthecausativeforminArabic"『 日本 中東

学 会 年 報 』4:2.pp,1-45,

西尾 哲 夫(1989b)「 現 代 ア ラ ビア語 に お け る都市 方 言 の成 立 ピジ ン ・ク レオ ール の観 点 か ら」

『イ ス ラム の都 市 性 ・研 究報 告 研 究報 告編 』45.pp.1-27.

西尾 哲 夫(1990)「 ア ラ ビア語 エ ジ プ ト方 言 の 疑 問 詞 の 語 順 につ い て コ プ ト語 影 響 説 の 再 検

討 」 『イ ス ラ ム の都 市 性 ・研 究報 告研 究 報 告 編 』94.pp.1-29.

西尾 哲 夫(1991)「16-17世 紀 の ア ラ ビア語 エ ジ プ ト方 言 一 大 英 博 物 館 所 蔵 ゲ ニザ 文 書Or.7768

を資 料 と して」 『オ リエ ン ト』34:2,pp.54-73.

西尾 哲 夫(1992a)『 ア ラ ビア語 エ ジ プ ト方 言 入 門(1,2)』 東 京:東 京 外 国 語 大 学 ア ジ ア ・ア フ

リカ言 語 文 化 研 究 所.

西尾 哲 夫(1992b)「 ア ラ ビ ア語 研 修 報 告(平 成4年 度 言 語 研 修 報 告III)」 ア ジ ア ・ア フ リカ言 語

文 化 研 究 所r通 信 』76.pp.26-33.(「(1992)ア ラ ビ ア語(エ ジ プ ト方 言)研 修 報 告 」 『ア ジ

ア ・ア フ リカ言 語 文 化 研 究 所 言 語 研 修 報 告1967-1993』 東 京;東 京 外 国 語 大 学 ア ジ ア ・ア フ

リカ言 語 文 化 研 究所(1994)pp.339-46.再 録)

Nishio, Tetsuo (1992c) A basic vocabulary of the Bedouin Arabic dialect of the  Jbali tribe 
   (Southern Sinai)—Studia Sinaitica 1 (Studia Culturae Islamicae No. 43). Tokyo: Institute for

521



国立民族学博物館研究報告26巻3号

the Study of Languages and Cultures of Asia and Africa.  xviii+238p.

西尾哲夫(1993)「 ア ラビア語 」『日本語学(特 集世界 の女性 語 ・日本 の女性 語)』12:6(5月 臨

時増刊号)明 治書院.pp,24-27.

Nishio, Tetsuo (1994) The Arabic dialect of gift (Upper Egypt) (Asian and African Lexicon 27). 
   Tokyo: Institute for the Study of Languages and Cultures of Asia and  Africa. 332p.

Nishio,Tetsuo(1995)``CharacteristicsoftheArabicDialectofQift(UpperEgypt)"『 ア ジ ア ・

ア フ リカ言 語 文 化 研 究 』48/49(合 併 号).pp.173-219.

西尾 哲 夫(1996a)「 ア ラ ビア語 圏(言 語 ジ ャ ーナ ル14)」 『言 語 』25:2.pp.92-93.

西 尾 哲 夫(1996b)「(入 門 ・世 界 の 言語)ア ラ ビア語 とヘ ブ ライ 語 」 『ア ル ク地 球 人 ム ッ ク 第

二 外 国語 を モ ノに す るた め の カ タ ロ グ'97』 ア ル ク.pp.87-88.

Nishio, Tetsuo (1996c) "Word order and word order change of Wh-questions in Egyptian Arabic: 
   The Coptic substratum  reconsidered" In J. Cremona, C. Holes, and G. Khan (eds.) 

   Proceedings of the 2nd International Conference of L'Association Internationale pour La 
   Dialectologie Arabe, Cambridge: Cambridge University Press. pp. 171-179. 

Nishio, Tetsuo (1996d) "Where does the Wadi come from?: The cognitive space of the Sinaitic 
   bedouin" In S. Sato ad E. Kurimoto (eds.) Eassays in Northeast African Studeis (Senri 

   Ethnological Studies 43), Osaka: National Museum of Ethnology. pp. 189-206.

西 尾 哲 夫(1997)「 世 界 の 女 性 語一 ア ラ ビア 語 」 井 出祥 子(編)『 女 性 語 の 世 界 』 東 京:明 治 書

院.pp.141-147.

西 尾 哲 夫(1999)「 神 の選 び た まい し言 葉 一 ア ラブ ・ナ シ ョナ リズ ム と汎 イ ス ラ ミズム の 中 の

ア ラ ビア語 」 庄 司博 史(編)『 こ とぽ の20世 紀 一一20世 紀 に お け る諸 民 族 の伝 統 と変 容6』

東 京:ド メス 出 版.pp.117-131.

Nishio, Tetsuo (2000) "A linguistic study of a vocalized Judaeo-Arabic commentary on the Song of 
   Songs from the Cairo Genizah" In M. Mifsud (ed.) Proceedings of the 3rd International 

   Conference of  L  'Association Internationale pour La Dialectologie Arabe, Malta: University of 
   Malta Press. pp. 59-64. 

Nishio, Tetsuo (2001) "Language nationalism and consciousness in the Arab world" In T. Nishio 
   (ed.) Cultural Change in the Arab World (Senri Ethnological Studies 55), Osaka: National 

   Museum of Ethnology. pp. 137-146.

西 尾 哲 夫,師 岡 カ リー マ ・エ ル サ ム ニー(1997)『 エ クス プ レス エ ジ プ ト ・ア ラ ビア語 』 東 京:

白水 社.

日本 ク ウ ェイ ト協 会(1979)『 実 用 ア ラ ビア語 会 話 集』 東 京:日 本 ク ウ ェイ ト協 会.

奴 田 原 睦 明(1980)「 エ ジ プ トの現 代 小 説 に 見 る方 言」 『月 刊言 語 』9:8.pp.38-43.

Nutahara, Nobuaki (1982) "Arabic terminology pertaining to water in the Syrian desert" In I. 
   Kobori (ed.) Case studies of Foggara Oasis in the Algerian Sahara: The Tokyo University 

   Scientific Mission for the Comparative Study of Foggara Oasis in the Arid Zone of the Old 
   Continent, Report No. 2, pp. 53-65.

奴 田原 睦 明(1988)「 ア ラ ビア語 に 見 られ る特 徴 点 に つ い て」 『学 習 院 大 学 言 語 共 同 研 究 所 紀要 』

10.pp.39-48.

奴 田原 睦 明,岡 真 理(1989)『 エ クス プ レス ア ラ ビア語 』 東 京:白 水社.

奴 田原 睦 明(1988)「 ベ ドウ ィ ンの こ とぽ」 『言 語 』29:5.pp.2-3.

信森 広 光(1985)「 マ ル タ語 と ア ラブ語 の 音 韻 機 能一 マ ル タ語 の言 語史 的 視 点 か ら」r山 口大 学

文 学 会 誌 』30。pp,119-142.

信森 広 光(1991)「 イ タ リア ・シチ リア方 言 の ア ラ ブ語 と の相 関 」 『山 口大 学 文 学 会 誌 』42.pp.

103-109.

羽 田 明(1963)「 カ シ ュガ リー と 『トル コ ・ア ラブ 語 辞 典 』」r岩 井 博 士 古 希 記 念 典 籍 論 集 』 東

京:岩 井 博 士 古 希 記 念 事 業 会.pp.521-526.

濱 田聖 子(1999)「 ジ ャ ー ヒ ズ と ア ラ ブ 修 辞 学 の 形 成 過 程 」 『日本 中 東 学 会 年 報 』14.pp.

2i9-247.

522



西尾 ・中道　　 日本 におけるアラビア語研究文献 目録

伴 　 康 哉(1958)「 セ ム語 人称 接 尾 語 に関 す る一 考 察 」r大 阪 外 国 語大 学 学 報 』6,pp.142-153.

伴 　 康 哉(1980)「FA`ﾃL-i型 の 名 詞 」r季 刊 ア ラ ビア語 』1.pp.9-16.

伴 　 康 哉(1981a)「 動 詞 型 あれ これ 」r季 刊 ア ラ ビ ア語 』2.　pp.6-18,

伴　 康 哉(1981b)「 私 の ア ラ ビア 語 研究50年 」r中 東 研 究 』299.　pp.1-10,

伴 　康 哉(1986)「 ア ラ ブ否 定 語Mﾂの 特 殊 用 法 」 『三 笠 宮 殿 下 古 希 記 念 オ リエ ソ ト学 論 集 』 東

　 　 京:小 学 館.pp.261「281.

平 田伊 都 子(1979)『 ア ラ ビア語 の 初 歩 の初 歩 』 東 京:南 雲 堂.

平 田伊 都 子(1986-1987)「 ア ラ ビ ア語 の す す め(1)一(6)」 『月 刊 言 語 』15:11-12,lb:1-4.　 pp.27-33,

　 　 210-216,98-104,99-105,102-108,100-]07.

Bouslama,　 Faouzi(1999)『 ペ ソ入 力 ア ラ ビア語 の 単 語 認 識 シ ス テ ム構 築 ・調 査 』 広 島1広 島 市

　 　 立 大 学.

福 島 弘恵(1996)「 イ ソ ドネ シ ア語 に お け るア ラ ビ ア語 源 の借 用 語 の接 辞 に つ い て 」r言 語 と文 化 』

　 　 2.pp.73-89.

 Fukuhara. Nobuvoshi (1974) "The (phonetic shift of sibilants in Arabic" 『大阪外国語大学学報』

　 　 30.pp.15-28.

福 原 信 義(1989)「 平 成 元 年 度 言 語 研 修 報 告(2)一 ア ラ ビア語(エ ジ プ ト方 言)研 修 につ い て 」

　 　 ア ジ ア ・ア フ リカ言 語文 化 研 究所 『通 信 』67.pp.21-25.

福 原 信 義(1994)『 ア ラ ビア語 会 話 教 本　 　 ア ラ ビア語 で話 しま し ょ う』 大 阪:大 阪外 国語 大 学.

藤 井 章 吾(1985)「 エ ジ プ ト民 話 集 」 『世界 口承 文 芸 研 究 』6.pp.289-362.

藤 井 章 吾(1986a)「 〈'uqb繹�1>表 現 に つ い て 」 『外 国 語 ・外 国文 学 研 究 』10。　pp.29-42.

藤 井 章 吾(1986b)「 エ ジ プ ト民 話 集(第2集)」 『世 界 口承文 芸 研 究』7.　pp,463-558.

藤 井 章 吾(1989a)rア ラ ビ ア語(エ ジ プ ト方 言)文 法練 習 』 東 京:東 京 外 国語 大 学 ア ジ ア ・ア フ

　 　 リカ言 語 文 化 研 究所.

Fujii,　S.(1989b)"Paradigms:Egyption　 colloquial　Arabic≫.

藤 井 章 吾(1992a)「 エ ジ プ トロ語 ノ ー ト(1)」 『ア ル ア ラ ピー ヤ』1.　pp,　ias--i20.

藤 井 章 吾(1992b)「 〈mimm纃¥ 文 〉 に つ い て(1)」rア ル ア ラ ピー ヤ』1.　pp.92-102.

藤 井 義 久(1999)「 高 ア ラ ビア語 の 第2根 素 弱 動 詞 に関 す る研 究 ノ ー ト　 　 最 適 性 理 論 の観 点 か

　 　 ら」r京 都 産 業 大 学 国際 言 語 科 学 研 究 所 所 報 』20.pp.219-226.

藤 本 勝 次(訳)(1957)「 マ フ ム ー ド ・カ シ ュガ リー 『トル コ ・ア ラ ビア語 辞 典 』の翻 訳(地 名 編)」

　 　 『東 西 学 術 研究 所 彙 報 』5.pp.1-35,

布 施 　 温(1970)「 ス ペ イ ン語 と ア ラ ビア語 」 『愛 知 県 立 大 学 外 国 語 学 部 紀 要 言 語 ・文 学 編 』6.

　 　 pp.27-43.

布 施 温(1982)「 なぜ ア ラ ビ ア語 のS絜は ス ペ イ ン語 のSに 対 応 しなか っ た か?」r宮 城 昇 教

　 　 授 還暦 記 念論 文 集 』 東 京:東 京 スペ イ ン語 語学 研 究会.pp.63-79.

補 助 教 材 開 発 ア ラ ビア語 班(編)(1977-1979)『 亜 日常 用 語 彙 集』 大 阪:大 阪外 国 語 大 学.

堀 内 　 勝(1980a)「 遊 牧 民 の言 葉,定 住 民 の言 葉 一一…一住 居 に 関 す る語 彙 の 変 容 」 『月 刊 言 語 』9:

　 　 8.pp.22-27.

堀 内　 勝(1980b)「 コ ー ラ ソ読 み と コー ラ ソ読 謂 学 」 『月 刊 言 語 』9:8,　 pp.36-37,

堀 内　 勝(1980c)「 ヌ クタの 芸 術一 詩 の 視 覚 的側 面 の追 求 」 『季 刊 ア ラ ビ ア語 』1.pp,39-54.

堀 内　 勝(1981)「 ア ラ ビア語 『回文 』 芸 術 　 　 言 語 芸 術 の視 覚 的側 面 の 追 求(2)」 『季 刊 ア ラ

　 　 ビア語 』2,pp.44-60.

堀 内　 勝(1984)「 ア ラ ブ民 族 の 『土 』 の概 念 　 　言 語 分 析 に よ る概 念構 造 化 」『季 刊 ア ラ ビア語 』

　 　 1.pp.27-54.

堀 内　 勝(1985)「 ア ラブ の リズ ム観 一 西 ア ジ ア遊牧 生 活 か らの発 想 」 『口頭 伝 承 の比 較 研 究 』

　 　 z.pp.26-58十290,

堀 内 　勝(1991)「 ア ラ ビ ア語(特 集 ・世 界 の 言語70+1(上))」 『月 刊 言 語 』aa:5.　 pp.28-29,

堀 内　 勝(1998)「 最 も文 語 と 口語 の 違 い が大 きな 言語 」r月 刊 言 語 』27:5.pp,77-81.

523



国立民族学博物館研究報告　　26巻3号

本 田 孝一(1982-1983)『 た の しい ア ラ ビ ア語(1)』 東 京:た ま い らぽ.

本 田 孝一一(1985)『 た の しい ア ラ ビア語(2)』 東 京:た ま い らぼ.

本 田 孝一(1991)「 ア ラ ビア語 書 道 の各 ス タ イル に お け る アル フ ァベ ッ トの立 体 的 分 析 」r日 本 中

　　 東学 会 年 報 』6.pp。197-265,

本 田孝 一(1993a)「 ア ラ ビア語 書 道 の各 ス タ イル の 美 の 諸 要 素 に つ い て の研 究(前 半 部)」 『日本

　　 中東 学 会 年 報 』8,pp.127-167.

本 田 孝 一(1993b)「 ア ラ ビア 語 書 道 の 各 ス タ イ ル の美 の諸 要 素 に つ い て の 研 究(後 半 部)」 『日本

　　 中東 学 会 年 報 』9,pp,241-271.

本 田 孝一一(1993c)『 ア ラ ビア語 の 入 門 』東 京:白 水 社.

本 田 孝一(1998a)『 ア ラ ビア語 の入 門(改 訂 版)』 東 京:白 水社.

本 田 孝一(1998b)『 ス テ ップ ア ップ ア ラ ビア 語 』東 京:白 水 社.

本 田 孝一一,石 黒 忠 明(1997)『 パ ス ポ ー ト初 級 ア ラ ビア語 辞 典 』 東 京:白 水 社.

本 田 孝 一,師 岡 カ リーマ ・エ ル サ ム ニ ー(1999)『 ア ラ ビ ア文 字 を 書 い てみ よ う読 ん で み よ う

　　 ア ラ ビア文 字 へ の招 待 』 東 京:白 水 社.

前 嶋 信 次(評)(1951)「 井 筒俊 彦 『ア ラ ビア語 入 門 』」 『史 学 』25:11.pp.114-118.

前嶋 信 次(1980a)「 『ア ラ ビア語 』 へ の楽 しい期 待1『 季 刊 ア ラ ビア 語』1.pp.1-8.

前 嶋 信 次(1980b)「 ア ラブの 心 ・そ の言 葉 」 『月 刊言 語 』9:8.　 pp.2-5.

前 田の ぶ お(1998)『 ス ペ イ ン語 の 中 の ア ラ ビア語 起 源 小 辞 典 　 　 イ ス ラ ム ・スペ イ ソ800年 の言

　　 葉 と文 化 の 遺 産 』東 京:げ い りん書 房.

Makino, Shinya (1961)  "Ober die Verneinung Durch ma im Arabischen: Ein Beitrag zur Affekt-
   syntax der semitischen Sprache" PR AffRj 39. pp. 136-147.

牧 野 信 也(19�3a)「 ア ラ ビ ア語 動 詞 意 味 構 造 に 関 す る 一 試 論 」 『東 京 外 国 語 大 学 論 集 』10.　 pp.

　 　 97-109十191-192.

 Makino, Shinya (1963b) Zum semantischen Aufbau der neuarabischen Verben. Tokyo: The Keio 
   Institute of Cultural and Linguistic Studies.

牧野信也(1979)『 アラブ的思考様式』東京:講 談社.

牧野信也(1986)「 アラ ビア語(日 本語動詞 のすべ て特集一 諸言語の動詞 と日本語の動詞)」『国

　　文学解釈 と鑑賞』51.pp.163-164。

松 田伊作(1981a)「 セム ・ハ ム諸語」北村甫(編)『 講座言語6世 界の言語』東京:大 修館書店.

　　pp.4}77.

松 田伊作(1981b)「 アラ ビア語 エジプ ト方言 におけ るC,CZCI　C2動 詞 について」r九 大言語学研

　　究室報告』2・AA.21-41.

松 田伊作(1985)「 ア ラビア語」亀井孝,河 野六郎,千 野栄一(編 著)r言 語学大辞典 第一巻 世

　　 界言語編(上)』 東京:三 省堂.pp.463-472.

松本重彦(1936)「 西南亜細亜言語 の系統」『東洋文化の源流,東 洋文化の交流,東 洋史の時代相』

　　東京:岩 波書店.pp.1-62.

丸山茂夫(1978)『 日本語の起源　 　アラ ビア語のすす め』東京:ア ラビア語渋谷教室出版部.

蜜 木 ア リフ,イ サ ム ・サー ド,ゴ マ ・アハマ ド(1999)『 アラア ラか んたんア ラビアン　 　エジ

　　 プ ト・こ とば と文化』東京:本 の泉社.

宮地一雄(1987)「 ア ラビア語化 とベルベ ル運動　　 アル ジェ リア」宮治一雄(編)『 中東 のエス

　　 ニシテ ィ　　 紛争 と統合』東京:ア ジア経済研究所.pp.165-197.

宮 本雅行(1991)r分 野別 ア ラビア語単語帳』東京:中 東調査 会.

宮 本雅 行(1992)「 現代ア ラビア語 の 『同格』表現」『アルア ラビーヤ』1.pp.87-9L

三好準 之助(1984)「 スペイ ソ語語彙のなかの アラビズ ムに関す る移 入機構 の分析 モデル」『京都

　　産 業大学 国際言語科学研究所所報』5:2.pp.12-31+29-31.

元好朗子(1995)「 アメ リカのア ラビア語教育事情」 アジア ・ア フリカ言語文化研究所 『通信 』

　　 ﾟ3.pp.39-43.

524



西尾 ・中道 日本におけるアラ ビア語研究文献 目録

Mohamed,HananRafik(1990)「 ア ラ ビ ア 語 の カ イ ロ方 言 の 咽 頭 化 子 音 と 非 咽 頭 化 子 音 の

Phono-Laryngographに よる分 析 」 『言 語 学 論 叢 』9.pp.51-64.

森晋 太郎(1999)「 ア ラ ブ近 代 文 学 に お け る ア ラ ビア語 とジ ュブ ラ ー ソ ・ハ リール ・ジ ュブ ラー

γの ア ラ ビア語 観 」r日 本 中 東 学 会年 報 』14 。pp.1-20.

森 伸 生(1992)「 ア ラ ビア語 教 育 の現 揚 力・ら」rア ル ア ラ ビー ヤ』1,pp.103-107.

森 伸 生(1993)「 中 東 世 界 の現 状 フ ラ ンス 統 治 下 に お け る ア ル ジ ェ リアの ア ラ ビ ア語 復 興

運 動 」 『海 外 事 情 研 究 所報 告 』27.pp.201-211.

森 口明美(2001a)「 古 典 ア ラ ビ ア語 に おけ る条 件 文 の 通 時 的 変 化 に 関 す る試 論 」 『日本 中 東 学 会

年 報 』16,pp,155-174.

森 口 明美(2001b)「 古典 ア ラ ブ文 法 学 に おけ る言 語 現 象 の 把 握一 条件 文 に 関す る記 述 か ら の一

考 察 」 『関 西 ア ラ ブ ・イ ス ラム研 究 』1,pp.115-130.

森 村 蕃(1977)「 イ ン ドネ シ ア語 に み るア ラ ビア 語受 動 分 詞 か らの外 来 語 」r大 阪 外 国 語 大学 学

報 』39.pp.253-265,

森 村 蕃(1981)「 イ ン ドネ シア 語 に 見 られ る ア ラ ビア語 格 母 音 の名 残 」 『大 阪 外 国 語 大学 学報 』

52.pp.95-104.

矢 島文 夫(1961a)「 ア ラ ビア語 の学 習 に お け る基 礎 語 彙 に つ い て 」『東 洋研 究』Lpp.43-47.

矢 島文 夫(1961b)「 ア ラ ビア文 語 に お け る 強 意 文形 式 そ の語 源 的 お よび 言 語 構造 的解 釈 」『言

語 研究 』40.pp.89-90.

矢 島文 夫(1966)『 ア ラ ビア語 基 礎1500語(増 補 版)』 東京:大 学 書林.

矢 島文 夫(1968)「 ア ラ ビア語 文 法 ノー ト(1)未 完 了 動 詞 基 本 形 の 第2音 節 の 母音 に つ い て」

『ア ジ ア ・ア フ リカ語 学 院 紀 要 』1.pp.109-118.

矢 島文 夫(1969a)「 ア ラ ビア語 文 法 ノ ー ト(2)一*nw1,*ny1お よび そ の 同族 語 根 につ いて 」『ア

ジ ア ・ア フ リカ語 学 院 紀 要 』2.pp,35-42.

矢 島文 夫(1969b)「 東 と西 の あ い だ の言 語 状 況 一 ア ラ ビア語 を 中 心 に 」r国 際 文 化 』178.pp.

14-17.

矢 島 文 夫(1972)「 ア ラ ビ ア語 文 法 ノ ー ト(3)milk{塩)とmall緝(水 夫)」 『ア ジ ア ・ア フ

リカ語 学 院 紀要 』3.pp.119-124.

矢 島 文 夫(1973)「 オ リエ ン ト言 語 史 の諸 断 面 」 『月 刊 言 語 』2'3.PP.2-9.

矢 島文 夫(19so-igg2)「 ア ラ ビア語 の系 統 に つ い て(1)一(3)」 『季 刊 ア ラ ビ ア語 』1-3.pp.55-60,

61-67,44-52.

矢 島文 夫(1980)「 日本 語 に入 っ た ア ラ ビア語 」 『月 刊 言 語』9:8.pp.50-51.

矢 島文 夫(1981)「 ヨー ロ ッパ に お け る ア ラ ビ ア語 学 の伝 統 一 ライ トの 文 法 書 と レー ン の辞 典

の形 成 を め ぐっ て」 『法 学 研 究 』54:3.pp.543-554.

矢 島文 夫(1981)「 ア ラ ビア語 ワー ドプ ロセ ヅサ ー協 同 開 発 に つ い て の報 告 」 『京 都 産 業 大 学 国際

言 語 科 学 研 究 所 所 報 』5:2.pp.8-11,

矢 島文 夫(1985)「 二 つ の 視 点 民 族 と言語 」矢 島文 夫(編)r民 族 の世 界 史11ア ブaア ジ ア

の民 族 と文 化 』 東 京:山 川 出版 社.pp.232-243.

矢 島 文 夫(1986a)「 ア ラ ビア・ヘ ブ ライ文 法史 研 究 序 説 」 『上 智 ア ジ ア学 』4.pp.115-120.

矢 島 文 夫(1988)「 ア ラ ビア語 の い わ ゆ る 〈アス ペ ク ト〉 に つ い て」 『学 習 院 大 学 言 語 共 同研 究 所

紀 要 』10.pp.3-7,

矢 島文 夫(1991)「 ア ラ ビア 語 の オ ノマ トペ」 『学 習 院 大 学 言 語 共 同 研 究 所 紀要 』13,PP・97-102.

矢 島文 夫(1992)「 ア ラ ビア文 字 の話 」 『ア ル ア ラ ビー ヤ』1。pp.5-19,

安 井 義 光 ・ア シ ュ ラ フ(1980)「 ア ラ ビ ア語 の第3語 根 軟 子 音 動 詞 未 完 了 形2人 称 女 性 単 数 形 と

そ の 男性 複 数 形 の活 用 につ い て の 考 察 」 『季 刊 ア ラ ビア語 』1.pp.61-71.

安 井 義 光 ・ア シ ュ ラ7(1981)「 ア ブ ドゥー ・ル ・カ ー ヒル の 意 味 論 に つ い て」rア ジ ア ・ア フ リ

カ語 学 院 紀 要 』4.pp.101-105.

山路 きみ 子(1952a)「 コー ラ ソのRomanizationに つ い て 」 『言 語 集 録』2.pp,71-76,

山路 きみ 子(1952b)「 コー ラ ンのPunctuationV`つ いて 」 『言 語 集録 』3.pp,65-70,

525



国立民族学博物館研究報告26巻3号

山路 きみ 子(1953)「 コー ラ ンに お け る秘 句 の研 究 」 『言 語 集 録 』4.pp.65-77.

山路 きみ 子(1955)「 ア ラ ブ語 発 音 考 」 『言 語 集 録 』6,pp.41-66.

山路 広 明(1952a)「 ア ラ ビア語 のTriliteralismとBiliteralism」 『言 語 集 録 』1。pp.37-40.

山路 広 明(1952b)「 ア ラ ビア 語 語根 辞 典 」 『言 語 集 録 』1.pp.40-57.

山路 広 明(1966)「ArabicLexicographyの 諸 問 題 」r早 稲 田大 学 図書 館 紀 要 』7.pp,172-182.

山路 広 明(1971)「 コ ー ラ ンに み る異 形 の 語一 そ の他 に つ い て 」 『早 稲 田大 学 図 書 館 紀 要 』12.

pp.61-67.

山路 広 明(1979)『 ア ラ ブ語 形 態 論 』 東京:著 者 刊.

山路 広 明(1982-1987)rア ラ ブ語形 態 論 続i一続14』 東 京:南 方 言 語 研 究 所.

山本 啓 二(1982)「 マ ル タ語 と ア ラ ビ ア語(1)一 一ア ラ ビア語 起 源 の マ ル タ語 動 詞 」 『季 刊 ア ラ

ビア語 』3.pp.60-84.

山本 啓 二(1997a)「 共 同研 究 『西 ア ジア の 言語 文 字 の コ ソ ピ ュー タ に よ る処 理 』 報 告 ア ラ ビ

ア語 学 習 者 の た め の 動 詞活 用表 」 『京 都 産 業 大 学 国 際 言 語科 学 研 究所 所 報 』18.pp.209-245,

山本 啓 二(1997b)「 資 料 ア ラ ビ ア語 学 習 者 の た め の動 詞 活 用 表(2)」 『京 都 産 業 大 学 国際 言 語

科 学 研 究 所 所 報 』19.PP.355-380.

湯 川 武(1987)「 ア ラ ビ ア語 と私 」 『三 色 旗 』469.pp.24-26.

吉 田左 源 二(1978)「 ア ラ ビア語 書 道 の発 展 」 『月 刊 シル ク ロ ー ド』4:7.PP・70-74.

吉 田秀 太 郎(1957)「 イ ス パ ニ ア語 に及 ぼ した ア ラ ビア語 の影 響 」 『大 阪 外 国語 大 学 学報 』5,pp,

95-112.

Yoshida,Sh緝ei(評)(1986)"A1-Kit畸,volII,ByS�awayhi,Ab魲islir'Amr,ReprintofB�1縡

Edition,Baghdad:AlMuthann絮ress,1968,pp.404～"『 言 語 研 究 』90.pp.191-201.

吉 田昌 平(1998)rGovernmentPhonologyに お け る音 韻 的 ライ セ ンス と ア ク セ ン ト付 与 につ い

て 一ア ラ ビア語 カ イ ロ方 言 の分 析 」 『音 韻 研 究』1.pp.185-192.

吉 町 義 雄(1952,1953,1954,1956,1957,1960,1963,1966)「 イ ブ ン ・マ ー リクの 千 一一行詩 亜語

文 法 」 『文 学 研 究 』43,47,5U,54,56,59,62,63.pp.82-108,57-77,97-114,57-72,11,

81-98,111-125,85-137.

吉 町 義 雄(1977)「 イ ブ ソ ・マ ー リクの 亜 語 文 法 詩 第 三 語 根 論 」r関 西 外 国 語 大 学 研 究論 集 』25.

pp.1-30.

Yoda, Sumikazu (2000a) A description of the Arabic dialect of the Jews of Tripoli (Libya) 
   Grammar, texts and glossary. Unpublished Ph.D. dissertation, Jerusalem: The Hebrew 
   University. 

Yoda, Sumikazu  (2000b) "The correlation between short vowel subsystem and long vowel system 
   in the modern Maghribi dialects" P FI1=1V4-*d 15. pp. 91-125.

ライ ト,W.(著),後 藤 三 男(訳)(1987)『 ア ラ ビア 語文 典(上 ・下)』 東 京:ご と う書 房.

Ratcliffe, Robert R. (2001) "On the phonology of writing systems: what Arabic and Kana have in 
   common" P a aj 4. pp. 89-96. 

Liggett, Michael L. (1996) "Arabic, Persian and Turkish: A survey of linguistic, cultural and 
   sociological determinants of  `Learnability' vs. 'Difficulty' " Pt cff - kEVA 31. pp. 
   97-111.

リンガ フ ォ ン 『リン ガ フ ォソ ア ラ ビ ア語 コー ス』 東 京:リ ソ ガ フ ォン.

早 稲 田 大学 図書 館(編)(1965)rア ラ ビ ア語 翻 字便 覧 』 東京:早 稲 田大 学 図 書 館.

Wahba, Kassem M. and  Miller,  Catherine (1997) "Egyptian Arabic and dialect variation: Critical 
   observations"  P  q  11,1r4~  d 12. pp. 277-311,

Walker, Michael J. 

   8. pp. 52-68.
(1999)

"The Arabi
c language and its dialects'

'『近畿大学語学 セ ンター紀要』

526


